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ポスト

手刻み用電動工具があり続けるために

製材所に並んだいわゆる「材木」は、そのままの形では、家の骨組

みを造ることはできません。刻み加工といって、木材に、木と木が

組み合うような凹凸の細工を施してはじめて柱となり、梁となり、

お互いに組み合って家を支える「軸組」ができます。

木組みの軸組を構成する、刻み加工済の材。パズルのパーツのようだ。

作業場で刻み加工を施した材が「木組み」で組み上がり、家の構造体となる。

本来、軸組を造る構造材を刻む仕事は、大工のもっとも大事な仕事

です。ところが、家づくりが工業化した今では、木材の刻み加工は

プレカット工場で大型機械が行い、大工は現場に納品される刻み加

工済みの材を、プラモデルのようにパーツを組み上げるだけ、とい

うつくり方が主流になっています。しかし、木の家ネットのつくり

手が実践する「職人がつくる木の家」づくりでは、昔と同様に、大

工自身が、家の骨組みとなる構造材を刻み加工します。大工が構造

材の刻み加工をすることを、プレカットに対して「手刻み」と言い

ます。

手道具での刻み作業。（左）突き鑿で車知栓溝を掘る（右）鑿を玄翁で叩い
て、穴を掘る

日本人は古来、木を建築材料としてとしてだけ捉えておらず「魂が

あるもの」として、信じ、祀ってきました。伝統構法の技術は「木

のいのちを生かす技術」として、日本の大工職人にずっと伝承され

てきた技術なのです。手刻みをしていなくても、大工たるもの、誰

もが「手刻み」に憧れや羨望を抱く理由は、そのあたりにあるのか

もしれません。

電動工具での作業。プレカット工場でするのと同じだけのことを、大工の作業
場で行っている。（左）込み栓角ノミで込み栓穴を掘る（右）角ノミで枘穴を
掘る

刻み加工を自前でするためには、そのための電動工具や手道具が必

要です。手道具は鍛冶職人が、電動工具は、マキタ、日立、リョー

ビといった木工機械メーカーで製造されます。大工は、そうした道

具があってはじめて、仕事ができるわけですが、プレカットが世の

主流となるにつれて、手刻みでしか使わない電動工具が徐々に廃番

になってくるという、手刻みをする大工にとっては、厳しい現実が

あります。

廃番になっていたり、廃番が危惧される刻み用電動工具。左から、込栓を打つ穴をあける「コミ栓角ノミ」、通し貫を貫通させる穴な
どをあける「チェーンのみ」、ホゾ穴をあける「角ノミ」、複雑な女木加工ができる「大入ルーター」

たとえば、手刻み木組みの仕事でしか使わない「込み栓角ノミ」

は、数年前にリョービがその生産を中止したのを最後に、今やどこ

でも製造していません。手刻みをする大工たちは、手持ちの道具を

メンテナンスしながら使ったり、中古品を入手したりして、なんと

かしのいではいるようですが、このままいけば、いずれ、その工具

でする工程が、できなくなってしまうような事態に陥りかねませ

ん。

廃番になったリョービ社の「込み栓角ノミ」材を縦にクランプではさみ、込み
栓を打つための穴をあける。刃はリョービ純正品で五分用と六分用がある。

今回は、木の家ネットの会員の一会員から、会員全員が読むメーリ

ングリストに投稿された一通のメールから生まれた、現状打開にむ

けてのアクションについてご紹介します。具体的にいうと、リョー

ビ社で廃番となった「込み栓角ノミ」の製造を、三重県伊勢市の松

井鉄工所にお願いする署名を集め始めています。

伝統木造の施工に関わるつくり手が横につながることで、なんとか

こうした苦しい状況を好転させていくことができるようにと、願っ

ています。

まずは、発端となったメールをご紹介します

小田貴之 オダ工務店（愛知県蒲郡市）

リョービで製造中止になった「込み栓角ノ
ミ」の復活を！

リョービの込み栓角ノミが製造が中止になって久しいのです

が、皆さんどうしていますか。今後も製造する予定はないよ

うでしたので、不安になり中古品を新品同様の価格で購入し

ました。ふと、木の家ネットの皆さんはいかにして対応され

ているのかなと思いましてメールをさせて頂きました。

皆さんのご意見をお手すきの時で結構ですので教えて下さ

い。 　小田貴之

手刻みを支える電動工具たち

手刻みの家づくりでは、現場で家の構造を組み上げる前の加工とし

て、作業場で、木と木を縦横に組みあげていくための「仕口」とよ

ばれる「凹凸」をつけていきます。大まかにいうと、「ホゾ」と呼

ばれる突起をつけるのが「男木（おぎ）加工」、そのホゾがささっ

てくるのを受けるための穴を掘るのが「女木（めぎ）加工」です。

また、仕口加工に入る前に、材と材とをつないで、使う寸法に延長

するために「継手」を造ることもあります。

こうした「継手仕口」加工は、大工の作業場で、大まかなところま

では電動工具で、最後の細かい仕上げはノミや玄翁や鋸を用いて行

います。一連の作業に、どんな電動工具を使うかについて、まとめ

てみました。

木ごしらえ

製材所からすぐに刻める状態で納品される材以外は「木ごしらえ」

をします。曲がりの丸太梁や太鼓梁を使う場合、皮むき、はつり、

整形、曲面カンナがけなどを大工の作業場ですることが多いです。

使う主な道具：（左）電動ハツリ機:皮を剥いたり、材の形状を粗加工します（中）大型丸鋸：墨付けしやすいように、使わない部分を
切り落とします（右）曲面鉋：形を整えます

木配り・墨付け

まず、どの材をどこに使うのかを、曲がりやねじれなどの「ク

セ」、木肌の色や木目、節のありかなど「木味」を見ながら総合的

に判断します。その上で「板図」を見ながら、刻み加工をするため

の印をつける「墨付け」をします。丸太など、不規則な形に組み合

う箇所は「ひかりつけ」といって、その形状を相手の木に写し取る

作業をします。

使うのは墨壷と曲尺のみ。電動工具の出番は特にないです。

継手仕口などの加工

昔ながらの手道具でする場合、「ホゾ」をつくる男木加工はノコギ

リで、穴を掘る女木加工は鑿を玄翁で叩いてするものでした。今で

も仕上げの工程は、手道具で行いますが、大まかな工程は刻み用電

動工具でします。

ホゾ加工は「ホゾ取り」で、穴掘りは「角ノミ」や「込み栓角ノ

ミ」といった電動工具ですることが多いです。

使う主な道具：（左）ホゾ取り：縦横２枚ずつの回転刃が、ホゾの形を削りだします（中）角ノミ：クランプで横方向に材をはさみこ
み、ホゾ穴を掘ります（右）込み栓角ノミ：クランプで縦方向に材をはさみこみ、込み栓穴を掘ります

また、複雑な仕口の受け部分の加工には「大入れルーター」が活躍

します。

「大入れルーター」は一般的には大入れ蟻かけの加工に使われるが、伝統的な
手刻みの仕事では、さまざまな深さの溝が重層するような仕口でも活躍する

使う主な道具：（左）バイスドリル：角度をつけて穴を掘ります（中）大入れルーター：複雑な形の受けを掘ります（右）電動溝掘
り：鴨居や敷居の溝などを掘ります

仕上げ

材は刻んでいる間にも動いていて、ほんのわずかですが、変形もし

ます。それを修正し、美しい木肌を出すために、鉋がけをします。

手でかける人もいますが、超仕上げ鉋盤という機械を据え付けてい

る作業場も多いようです。

製造中止になった
「込み栓角ノミ機」とは？

ところで、プレカットの材は金物で接合しますが、手刻みの伝統構

法の場合、込み栓、鼻栓、楔など、樫の木などのかたい木でつくっ

た部材でつなぎます。木と木を「木で」組むので、これを「木組

み」と言います。パズルのように組み合った接合部は、しっかりと

組まれつつも、大きな地震の時には材同士のめりこみ合う変形性能

が発揮されるよう、ほどよく固めます。

木組みの仕事

現代工法では、木と木の接合部を金物で止めつけますが、木組みの

場合「木と木を木で」組みます。その方法は、栓、楔、雇いなど、

いくつもありますが、中でも、二つの材を貫通するようにしてあけ

ておいた穴に栓を通して引っぱり合う方法を「込み栓接合」と言い

ます。

込み栓は、樫などの堅木で作ることが多い。これは化粧で見せるケヤキの込み
栓。

あらかじめ作業場で、両方の材に正方形の断面をした「込み栓穴」

をあけておいたところに「角栓」を差し、掛け矢や玄翁で叩き締め

て、仕口を固めます。

追掛大栓継における込み栓施工の実際

込み栓を打つ穴も、昔は手作業であけていました。まず錐で穴をあ

け、その四方を「穴屋鑿（ノミ）」と呼ばれる角ノミで削り落とす

のです。都会ではそのようにして、あちらこちらの作業場をまわ

り、込み栓等の穴を開けてまわる「穴屋大工」という職業もあり、

彼らが一日中酷使するものなだけに、穴屋鑿は、強くこじっても負

けないよう、柄や軸が太く、長さも少し長く造られていたそうで

す。宮内建築の宮内さんは、30年前の修業時代、親方に「穴掘り

に行ってこい」と言われ、よその工務店に手伝いに出向いたりもし

ていたそうです。

（左）東京月島の名工 故・左久作による「九分山入れ鑿」。鋼と鉄を配合させ、刃の断面が「山型」になっている。詳しくは木の家ネッ
トのコンテンツ「道具と大工」をご参照ください（右）コミセン五分鑿 納品時に久作さんから添えられた手紙。「これが最後のコミセン五
分の注文となるだろう」と書かれている。

穴屋大工は鑿を玄翁で叩いて穴をあけていたのですが、その後、回

転しながら穴を掘る「ギムネ」という工具がイギリスから上陸する

ことで、穴屋大工は、姿を消し始めます。その後、ギムネと鑿の両

方の特徴を兼ね備え、木に四角い穴をあけることを可能にする「角

ノミ」が開発され、それを用いる電動として「角ノミ」や「込み栓

角ノミ」が登場したのは、宮内さんの修業時代にあたる30年前よ

りもさらに前のこと。電動で効率よく穴あけのできる機械の普及と

ともに「穴屋大工」という職種は、消えてなくなりました。

ところが、リョービという工具メーカーから出ていた「込み栓角ノ

ミ DM6C-10」を最後に、2008年以来、製造中止となったままで

す。今、金物屋にある在庫や出回っている中古品がなくなれば、そ

れを最後に、なくなってしまいます。穴屋大工も、込み栓の穴掘り

用の手道具の鑿を作る人も居なくなった今、込み栓角ノミ機がなく

なったら、どうなってしまうのでしょうか？

製造中止後の大工たちの動き
「集められるだけ、集め～い！」

もうすでに入手は困難で、オークションなどでも、かつての売値よ

り高い値段でたまに出るぐらいで、木の家ネットの大工仲間の間で

も「手に入らなくなるのでは？」という危機感が高まっています。

宮内寿和 宮内建築（滋賀県大津市）

集められるだけ集めて、仲間に分けました

ほぞ穴あける角ノミであけるのにも、梁なん

かは無理があり、かといって、一物件で柱、梁の穴開けるの

結構な数あるので、今更5分のキリで開けてから鑿でさらえ

るのも時間かかるし。 丸栓では、納得いかないし。 やっぱ

り「込み栓角ノミ機」がどうしても必要。製造中止になると

聞いた時に取引先の金物屋に「集められるだけ、集め

い～！」と言ってかき集めて、ほしい仲間うちにも分けまし

た。ほんとに、もうないんですよ。

池山琢馬 一峯建築（三重県津市）

故障も多いので心配

とりあえず、駆け込みで一昨年やったかに、

宮内さんにまとめてキープしてもらったやつがあるんです

が、なにせ故障の多い機種。今度壊れたらどうしようかと心

配です。

これだけ大工の間では危機感の波紋が広がった「込み栓角ノミ機の

製造中止」問題について、製造元のリョービの相談窓口にお話を訊

いてみました。

（リョービ お客様相談窓口）ずいぶん前から需要は落ち
込んでいて、それでも現場からの強い要望でなんとか、そ
の年まで持ちこたえるのに精一杯でした。１ロット400～
500台という単位で売れる見通しがなければ、作り続けら
れないです。それだけ伝統的な木組みの技術を使う人が居
なくなったということですよね。

（木の家ネット・ヨハナ）使って来た人たちはどうしてい
るのでしょうか？

電動ドリルで穴あけのできる丸栓にしていっている人も多
いようですよ。

ところがこの「丸栓代替策」は、大工からは、評判はよくないよう

です。
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事務局
〒711-0906

岡山県倉敷市児島下の町5丁目7-3
児島舎内

mail： jimukyoku@kino-ie.net
tel： 086-486-5464
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地域別つくり手リスト
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小田貴之 オダ工務店（愛知県蒲郡市）

後施工の丸栓では材同士を「引き寄せられな
い」

角のコミ栓は刻みの段階で加工します。結合する材が引合う

ように加工をするので、建方後の隙間が出来にくいです。丸

のコミ栓は、建方をした後にドリルで穴をあけて差しますか

ら、結合する材料同士を止めることはできても、引合うまで

には至りません。ということで、構造的にも美観的にも「込

み栓は、角」ですね。

リョービで生産を再開する見通しがないからといって丸栓に転向す

ることには抵抗があるようです。とはいえ、30坪の住宅規模で

も、込み栓のための穴あけをする数は一棟あたり百数十カ所にもな

ります。すべて手加工するのも、工期とコストを考えると、現実的

ではありません。そこで、小田さんは、三重の松井鉄工所にかけあ

うこととなります。

角ノミ機に込み栓の径の五分または六分の角ノミをつけて、込み栓

角ノミ機のかわりにしている、という大工も居る一方で「それでは

代わりにならない場合もある」という人も居ます。

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

角でない材の加工には、やはり込み栓角ノミ
機がいい

角ノミ機と込み栓角ノミ機では、材への固定のしかたが違う

んです。角ノミ機は、込み栓をあける方向に対して、両サイ

ドをはさむ形、込み栓角ノミ機は、穴をあけるのど同じ方向

で材の上下ではさむ形です。耳付きの梁に込み栓穴をあけよ

うとすれば、縦にはさめる込み栓角ノミ機でないと、やりに

くいです。

やはり、手刻みをする多くの大工にとっては、込み栓角ノミ機は

「無くては困る」電動工具のようです。

建て主家族への思いと木のい
のちへの尊敬の念が
手刻みへのこだわりを生む

日本人は古来、木を建築材料をとしてだけ見ていたのではあ

りません。木には「魂が宿る」と信じ、祀ってきました。伝

統構法の技術は「木のいのちを生かす技術」として、日本の

大工職人にずっと伝承されてきた技術です。

家の構造材が工場で量産されるのがあたりまえになり、大工

の多くは現場に搬入される刻み加工済の材を組み立てるだ

け、というような家づくりが主流になっています。そうした

流れの中にあってなお、手刻みにこだわり続けるつくり手が

居るのは、なぜなのでしょうか？

量産住宅は規格型の工業製品であり、そこには「つくり手が

その住まい手のために造る家」という「手づくり」や「顔の

見える関係」「つくる自由」は、なくなってしまいます。工

業製品としてできたものは、性能はそこそこグレードが高く

ても、あくまでもモノであって「あなたのために」という心

を込めてつくられたものにはなりません。

手刻みの家は、昔から地域の大工が家をつくる時にそうであ

ったように、その建て主だけのために一棟造りされるもので

す。大工は、建て主に「木のよさを最大限に生かした」家を

造ることで応えようします。そして、依頼主である建て主だ

けでなく、家の材料となるために自分の目の前にやってきた

「木のいのち」にも、敬意を払う心持ちでいます。木配り、

墨付け、刻みといった一連の作業が、その木が、山での生を

全うし、家となっても、その木が本来もっている美しさや力

強さ、包容力などを十二分に引き出すために、気を配り、手

をかける行為なのです。大工の存在意義は、そこにあるとい

ってもよいかもしれません。

建て主への感謝と木への感謝の気持ちが、大工を「一本一本

の材料を見て、判断し、手を動かす」手刻みに向かわせるの

です。大工の想いがこもり、木のいのちを生かした家づくり

をしたい方は、ぜひ、手刻みの木組みの家づくりを！

動き始めた大工たち。
「込み栓角ノミ機を、あのメーカーなら造ってくれるかもしれない！」
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ふたたび、小田さんからのメールの続きです

小田貴之 オダ工務店（愛知県蒲郡市）

松井鉄工で新規につくると14～15万。それ
でも欲しい人の数が知りたい

込み栓角ノミ機がこの世から無くなっては困る！ということ

で、三重県伊勢市の松井鉄工所さんにお聞きしたところ、リ

ョービの2.5倍位の￥140,000～￥150,000位の価格でなら、

新規に製作が出来るかもしれない、という話でした。「そん

なに高くては、ユーザーさんに購入していただける可能性が

低いだろう」と、営業会議でいちどボツになった経緯がある

らしいのですが「この価格であっても購入をしたい大工が、

果たしてどれほどいるのかを知りたい」との事。今後の新商

品会議で取上げたいらしいです。

廃番復活への熱い期待

この小田さんのアプローチに対して、大工たちから続々と反応があ

りました。

中村武司 工作舎 中村建築（愛知県名古屋市）

松井鉄工なら、ニッチなニーズに答えてくれ
るかも！

込み栓仕事には欠かせない機械ですし、込み栓以外でも継手

のメチを掘ったりいろいろ応用のきく道具なので、現在製造

されていないのは、そういった仕事をする大工にとっては死

活問題。特にこれから独立しようとする者にとって今からそ

ろえようとしても手に入らないのは、のっけから痛い話で

す。リョービが復活させることはまずない話なので、松井鉄

工あたりがニッチなニーズに向けて製作してくれるのを待つ

しかないかもしれません。200台とか300台くらいのまとま

った需要があれば動くような気もします。

池山琢馬 一峯建築（三重県津市）

希望者を集めて、直接交渉を！

松井さんとこはその値段で作るかもというこ

とですか。希望者が集まれば、松井さんに値段交渉して作っ

てもらうこともできるかもしれませんね。なんとなくです

が、10万円を切れたらありがたいなあと思います。その節

は、一口乗れるように、お金ためときます。

宮内寿和 宮内建築（滋賀県大津市）

少々高くなっても、必要。

角鑿もいつなくなるかわからないし、こまっ

た話ですよね。伝統の仕事を続けるなら、14～15万円しても

必要になってくるんじゃないでしょうか。なんせ、一物件で

柱、梁の穴開けるの結構な数あるので、手で開けてること思

えばすぐ元取れるように思いますね。まとめて台数いえば、

ちょっとでも安くなるといいんでしょうけどね。少々高くて

も必要になってくると思いますよ。

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

気が利くものづくりをする松井鉄工に期待

電動工具無しでも加工出来ると言っても、込

み栓にはやっぱりこれが必要ですよね。廃番になってしまっ

た、マキタの際カンナに代わるものを松井鉄工さんがつくり

ましたが、松井鉄工さんは気が利く製品をつくってくれて助

かります。池山さんのいうとおり、10万円切ってくれると良

いですが、無ければ高くても買うしかないですね。当面は今

あるものを壊れないように大事に使っていこうと思います。

社寺建築用の電動工具を多く開発している松井鉄工所への期待は大きい。
http://www.matsui-j.co.jp/

廃番？が危ぶまれる ほかの手刻み用電動工具たち

ところで、数ある電動工具の中にも、廃番が心配なものと、そうで

もないものとがあります。たとえば、ホゾを削り出す「ホゾ取り

機」や、ホゾ穴をあける「角ノミ機」などは、木組みではない、金

物接合の在来工法でもニーズがあるので、まだまだ製造されてお

り、廃番の心配もありません。

すでに製造が中止になっていたり、先行きが心配なのは、木組みの

伝統構法でしか使わないような刻み道具です。川越の綾部孝司さん

が、手刻み用電動工具について、木ごしらえ、穴彫り、ホゾ加工、

仕口加工、溝彫り、仕上げの各工程について、以下のようにまとめ

てくれました。

込み栓角ノミのほかには、柱に通し貫が通るための穴をあける「チ

ェーンノミ」や、「角ノミ」の一部も製造中止に追い込まれていま

す。小田さんは「廃番」が心配なものとして「大入れルーター」を

あげています。

（左）込み栓角ノミ：リョービ製が製造中止となり、もうどこでも製造されていない。刃はリョービ純正品しかなく、現品限り（中）
角ノミ機：リョービは廃番、マキタは幅広のみ廃番、日立が頼み。刃は中橋製作所が頼み

廃番になっているか、心配されている手刻み用電動工具たち。（左）チェーンノミは、リョービ、日立とも廃番。マキタは在庫僅少
で、替え刃も現品限り（右）大入れ蟻かけほか、複雑な仕口の女木を造る大入れルータ。マキタ以外は廃番で、今後が心配

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

カタログから次々と消えていく刻み用電動工
具。価格も5割増

リョービの角ノミが無くなり、マキタの幅広角ノミが無くな

り、チェーンのみは、マキタだけが在庫品限りで、日立とリ

ョービは製造中止、替え刃も在庫品限りだそうです。刻み用

電動工具は縮小の一途をたどっていますね。心配になりここ

何年かで中古品や新古品の角ノミも一生分？買いそろえまし

た。刻み電動工具の金額も10年前から50％ほど値上がりして

いると思います。需要が減ってもマキタさんはつくり続けま

すと言ってくれていますが、種類は整理されて減っていま

す。大きめのホゾキリなどもカタログから無くなりました。

ところで、電動工具メーカーがつくるのは、刃を動かすしくみの部

分までで、刃そのものは、刃物メーカーや鍛冶職が作るものです。

ですから、鑿や鋸といった替え刃部分の製造元が廃業してしまえ

ば、機械が手元にあっても使えなくなってしまうおそれもありま

す。刃物があってこその電動工具ですから、刃物屋さんの存在は大

きいのです。

たとえば、「角ノミ機」についていえば、三木にある中橋製作所が

その刃にあたる「角ノミ錐」を造っています。製造中止という事態

になりかけながらも、大工側からの「つくり続けてほしい」という

声で、かろうじて踏ん張ってくれているようです。

中橋製作所は、さまざまな角ノミ錐を造っている貴重なメーカー。ネット通販
もさかん。http://www.ns-co.com/

綾部孝司 綾部工務店（埼玉県川越市）

鍛冶職とも手を取り合っていかないと！

数年前、中橋製作所が角ノミ錐の生産をやめ

るかもしれないという話を道具屋から聞いた時に、すぐに連

絡をし、中橋製作所さんの錐の必要性を訴えました。ほかに

も多くの方から連絡が入ったのでしょう。既製品に加え特注

錐の製作も続けることになったようで、その後注文しまし

た。値段は以前の倍位になったものもありました。鍛冶職存

続の為にも手刻みは増やさなければと思いました。

手刻みの道具については、ロットの大きい生産ラインベースで大量

生産のものづくりをする大手メーカーよりは、むしろ松井鉄工所の

ような、規模はリョービやマキタ、日立といった電動工具メーカー

より規模は小さくても、伝統木造のための木工機械を作って来た会

社に期待しているつくり手もいるようです。

食べ物においては、生活クラブ生協のように、きちんとした品質の

ものづくりをする生産者と消費者とが結びついて、事業が成り立つ

価格と量の注文をまとめることで、生産してもらうというやり方が

あります。そのことによって、つくり手は安心して作ることがで

き、消費者はその商品を確実に手に入れることができます。

このような関係性が、この伝統構法に特化した電動工具を製作する

機械メーカーと、使い手である大工との間にできれば、大工のニー

ズと機械メーカー側の採算とをなりたたせる需給サイクルを探りな

がら、小規模でも「お互いが助かる」ものづくりができるのではな

いでしょうか。大工側からアプローチしていくことによって、その

ような関係性を築くことができればと願っています。

大嶋健吾 おおしま家大工店株式会社（三重県三重
郡朝日町）

多少高くなっても、松井鉄工所に作ってもら
いたい

込栓角ノミは少々高くても必要な道具だと思います。私的な

意見かも知れませんが、リョービのコミセンカクノミの新品

当初から完成精度が悪くて、深く長いコミセン穴を開けると

入り口と出口がかなりズレていたりするので、両側から開け

ないといけないし、機械自体の故障も使用頻度が高いせい

か、他の電気道具に比べるとかなり多くて、この辺りを松井

鉄工所で作ってもらうことにより改善できるのであれば、14

万円ほどしても決して高くは無いと思います。

中村武司 工作舎 中村建築（愛知県名古屋市）

ヤフオクでたまに出ても、すぐに4～5万に
なっている

込み栓角ノミは3台稼働しています。うち、1台は何度も故障

してバイス部分が壊れリョービのサービスを呼んでも直らな

かったのでほったらかしにしていたものを、西尾市の機械屋

さんに頼んで去年溶接などで直して復活したものです。ほか

にもう2台、ヤフオクで廃番前に新品をキープしました。当

時は1万円台で手に入ったと思いますが、今ではたまに出て

くるとすぐに4・5万円になるようですね。あとはもう、松井

鉄工あたりがニッチなニーズに向けて製作してくれるのを待

つしかないかもしれません。

小田貴之 オダ工務店（愛知県蒲郡市）

道具が仕事を支えてくれている

ヤフオクで競り合っている人が木の家ネット

のメンバーだったりしてなんて思ったりすると恐ろしいで

す。道具が私達の仕事を支えてくれているんですよね。電動

工具がなくなるかもしれないと怯えながら仕事をするのもな

んだか寂しいですね。

伝統木造の大工技術は、大工職人が使う道具、それを作るメーカー

や職人の存在があって、はじめて成り立つのです。こうした、伝統

木造を取り巻くインフラを含めた総体を守っていかなければ、日本

の伝統木造は途絶えてしまいます。

もしかしたら、廃業した人が手放した機械で、当座はなんとかなる

かもしれません。けれど、伝統構法が未来につながっていくために

は、それを実践できるインフラをこの世代で途切れさせないこと

も、必要なのではないでしょうか。

高橋俊和 都幾川木建（埼玉県比企郡ときがわ町）

次の世代のためにするべきこと

今から35年前も前の話ですが、私の古くか

らの知人に江戸指物の作家がいて、三代目なのですが、彼は

当時お祖父さんが用意して乾かしてくれた材を使っていて、

彼が買っている材は孫のためのものだと言っていました。彼

は今年人間国宝になりましたが、結局息子さんは跡を継が

ず、内弟子はいないようです。むくわれるかどうかも、誰の

ためとも知れず、ただ次の次の世代のために材を買っていた

わけです。

そう考えると、私たちは次の次か、さらにその次の世代のた

めに機械(手道具類などもそうでしょうが)を残しておいてや

る必要が、あるいは義務があるのかもしれません。一端製造

が中止され、時が過ぎるとますます再開は難しいような気が

します。今、声を集めて働きかけることはとても意義あるこ

とだと思います。

伝統構法をユネスコ無形文化遺産にという運動が立ち上がりはじめ

ています。その主旨文の中にも伝統構法を成り立たせるのに必須な

要素として「多くの職方の手仕事や道具など」にも触れています。

道具をつくるメーカーと使う大工とが連携していきながら、価格や

使い勝手などの折り合いをつけながら、なんとか、未来に続いてい

く道を探りたいものです。

伝統構法をユネスコ無形文化遺産に http://dentoh-isan.jp/

日本の風景をつくってきたこの技術と、それ
を取り巻く環境を、未来へつなぎたい

世界遺産に登録された日本建築の多くは「伝統構法」で造ら

れています。「木のいのちを活かす」この職人技術は、自然

と融和する価値観から生まれており、つくられた建物は、日

本の美しい原風景を成し、茶道や能・歌舞伎などの日本文化

を育む場でもありました。しかし近年、その担い手が少なく

なり、存亡の危機に瀕しています。この伝統構法が継承され

てこそ、日本の風景や文化は未来につながります。気候風土

に合致し、環境負荷も少なく、山を守り、長寿命の家づくり

を実現するなど、これからの資源循環型社会に必要な技術で

もあります。木組み・石場建て・土壁といった要素技術、

木・土・竹・石・紙等の自然素材活用の知恵、多くの職方の

手仕事や道具など、総体としてユネスコ無形文化遺産に登録

する事を目指します。 http://dentoh-isan.jp/

「込み栓角ノミ機」復活を望む署名へ Go!
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日
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を

2018年2月7日
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選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
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ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
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した！

2017年9月4日
家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
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家にお風呂が入る
まで

2017年6月30日
気候風土適応住宅
のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
掛川総会２

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
18件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・古川保さ
ん(古川設計室)：木
の家づくりは仕組
みづくり
10件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
10件のビュー

冬の温熱調査合宿
報告
9件のビュー

大工・池上算規さ
ん(大工 池上)：長
崎県産材100%の
家ができるまで
8件のビュー

大工・宮内寿和さ
ん(宮内建築)：大工
が挑戦する「水中
乾燥」
8件のビュー
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2009年3月25日
「伝統木造のこれから」大橋好
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阜・加子母大会　
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木の家ネット第六期総会・三重
大会レポート
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家にお風呂が入るまで 第14期 木の家ネット総会
岐阜・加子母大会　

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！

新代表 大江忍インタビュ
ー　これからの「職人が
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